
体育健康教育推進校 報告書 
 

【実態・課題】               
 
昨年度末時点 
・体を動かすことが「好き・まあ好き」の割合が 92.2％ 
・体育の授業は「楽しい・まあ楽しい」の割合が 92.1％ 
・楽しい理由として、「苦手でも取り組める」が 31％ 
⇒体を動かすことが好きだったり楽しいと感じたり

する児童は多い一方、休み時間に、進んで外で遊ぶ
児童は減少している。 

⇒運動（体育）が楽しい理由として、苦手でも取り組
める、頭を使える、新しい動きを習得できると答え
た児童が３割程度と少ない。 

⇒運動への多様な関わりとして示されている「する・
みる・支える・知る」の中で「する」以外を楽しい
と感じている児童が少ない。 

【取組（詳細）】          
〇児童の「楽しい」を広げるための体育の授業づくり 

 右記のように「楽しい」の８つの視点を授業の具体的 

 な場面とリンクして考えられるように表にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
〇８つの楽しさを踏まえた系統的な手だて 
 低学年、中学年、高学年それぞれ２か年で系統的に手だてを考え、楽しさが広がるように計画を立てる。 

 新たな楽しさを味わわせるだけではなく、感じられた楽しさをさらに深めることも重要であり、発達の段 

 階、領域によって系統性を柔軟に考えて計画を立てる。 

（例）低学年 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

第１学年 第２学年 

ボール操作（投げる） 

〇  一人一球でのボール操作 

④  運動や人との出会いの楽しさ 

⑥  全力で運動する楽しさ 

 

ボール操作（投げる、捕る） 

〇  チームでボールを操作する 

①  楽しみ方や方法を工夫し創り出す楽しさ 

⑦  うまくできる楽しさ 

⑧  運動の方法やコツを知る楽しさ 

〇  360°から狙える場の工夫 

〇  的に当てるストーリー性 

①  楽しみ方や方法を工夫し創り出す楽しさ 

⑦  うまくできる楽しさ 

〇  ネットを通してボールを落とす場の工夫 

〇  ボールを工夫することによるストーリー性 

①  楽しみ方や方法を工夫し創り出す楽しさ 

④  運動や人との出会いの楽しさ 

 

 

【課題・改善】              
 

〇「外遊びが好き」「運動が好き」の割合を９５％まで

引き上げることができなかった。そのため、体育だ

けではなく休み時間等で工夫して遊べるような取組

を手だてとして考えていく。 

〇２か年の系統的な単元計画を立てられた一方で、小

学校６年間、さらには幼稚園、保育園、中学校も踏

まえた系統的な単元計画を構築する必要がある。 

〇ICT は、関わり合いの場面で効果的に活用すること

ができた一方で、児童が ICＴに集中してしまった

り、トラブルになったりするため、活動時間の確保

を優先し上手に授業に取り入れる必要がある。 

【成果】               

〇「楽しい」を広げる授業をしたことによって「する」

以外の「みる、支える、知る」の視点の楽しさがそ

れぞれ３０ポイント以上アップした。 

〇右記の８つの項目に分類し、具体的な場面を想起し

単元計画を立てることによって、系統性を意識した

手だてを考えることができた。 

〇手だてとして「児童が楽しめる教材、教具、場の工

夫」「自分やチームのよさを見つけるための工夫」

「友達と関わり合うための工夫」の三本柱を立てた

ことにより、児童同士の関わり合いが多くなり、体

育に苦手意識をもっている児童も楽しめるように

なってきた。 

【取組】               

○体育授業の改善 
 児童の「楽しい」を広げるための体育の授業づくり 

の改善に努める。そのために、領域や運動の特性を

理解し、以下の楽しさと結びつける。 

・自分がやりたいことをする楽しさ 

・全力で運動する楽しさ 

・うまくできる楽しさ 

・運動の方法やコツを知る楽しさ 

・楽しみ方や方法を工夫し、創り出す楽しさ 

・運動や遊びの中で自分が役立つ楽しさ 

・共感する楽しさ 

・運動や人との出会いの楽しさ 

 
     

 

中央立月島第一小学校（２年目） 
【校長】 【生徒数】    【学級数】 
 藤山 由仁  ５３４名       １８学級 

目標 ・「外遊びが好き」「運動が好き」の割合を９５％にする。 
   ・週に１回は外遊びをする児童の割合を９５％にする。 
   ・「する」以外の運動との関わりに楽しいと感じられるようにする。（９０％） 

（例）高学年のシンクロマットでは、ICT を活用して運動のコ

ツを知ったり、客観的に理解したりして、自分のやりたいこと

をする楽しさ等を味わわせた。 


